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 令和８年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 ○全国平均とほぼ同程度、もしくは上回った種目 

握力、上体起こし、反復横跳び、立ち幅跳

び、ソフトボール投げ 

○全国平均とほぼ同程度であるが、やや下回った種目 
 長座体前屈、20ｍシャトルラン、50ｍ走 

 

全国平均と比べ、筋力、投球能力ともにほぼ同程度で、

敏捷性は上回っている。持久力や柔軟性、疾走能力に課

題がある。 

 ○全国平均とほぼ同程度、もしくは上回った種目 

握力、上体起こし、長座体前屈、反復横跳

び、立ち幅跳び、ソフトボール投げ 

○全国平均とほぼ同程度であるが、やや下回った種目 
20ｍシャトルラン、50ｍ走 

 

全国平均と比べ、柔軟性、敏捷性ともにほぼ同程度で、

筋力、投球能力は上回っている。持久力や疾走能力に課

題がある。 

 運動やスポーツを「好き」と感じている児童の割合 

男子：79.2％ 女子：52.4％ 

体育の授業を「楽しい」と感じている児童の割合 

男子：70.8％ 女子：61.9％ 

１週間の総運動時間において、４２０分（１日平

均６０分以上）行っている児童の割合 

男子：43.5％ 女子：44.4％ 

男子は全国平均より下回っていて、女子は全国

平均よりも上回っている。 

運動そのものや体育の授業に関して、「好き」や

「楽しい」と感じている児童の割合が多い。１週

間の総運動時間の結果から運動に慣れ親しんでい

る児童が多いと言える。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自らの 

健康づくりを図る取組の充実 

 

   

 

  ○ゲストティーチャーやスキーボランティアなど、地域の人々や保護者の人材活用を積極的に図る。 

体力・運動能力

＜男子＞ 

具体的な

取組 

体力・運動能力

＜女子＞ 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 

三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働 

① 記録の継続化や学習カード・ICT 機

器の活用など、子ども一人一人が自

身の成長を実感できるような取組

を工夫する。 

 

② 教師や友達の励ましといった他者

からの受容や評価が子どもの安心

感や自己肯定感の向上につながる

ことを意図して、子どもを支援す

る。 

 

③ 出前授業等の外部人材を積極的に

活用し、プロに教わる体験を通し

て、どの子も運動が楽しいと感じ

ることができるような取組を工夫

する。 

① 養護教諭による性指導、歯や目の指導

を全学級で行うことで、自分の体のこ

とを知り、健康に対する意識を更に高

める。 

 

② 栄養教諭による食指導を通して、食事

の大切さや栄養について知り、健康的

な食習慣を定着できるようにする。 

 

③ 委員会活動で企画した、子ども自身が

作り出す健康に関する取組を推奨し、

健康に過ごすためにどのような行動が

必要か子ども自身が判断し、取り組め

るよう支援する。 

① 体育館やグラウンドの使用割り当てや、使

用可能な複数種の運動用具の準備を意図的

に実施し、委員会活動や学級の係活動で企

画した子ども自身が創り出す体を動かす機

会を推奨し、休み時間における体を動かし

たくなるような環境づくりに取り組む。 

 

② 交流や発表時における立位姿勢も日常生活

における運動に該当することを子どもに意

識させる。 

 

③ 体力テストの結果を保護者と共有し、休日

などに親子で運動することのよさを発信す

る。 



 


